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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
スギナは農耕地では防除が困難な代表的な強害雑草であるが,生理生態的知見に乏しく,いまだに有効
な防除対策が確立されていない｡本論文はスギナの繁殖生態,特に胞子および栄養繁殖器官の発芽とその
定着に関与する各種環境要因の影響を解明するとともに,栄養繁殖器官の形成,死滅条件を究明し,防除
に有効な基礎的知見を提示するに至るまでの研究の成果をまとめたものである｡評価できる主な点は次の
通りである｡
1.わが国のスギナの発生と防除に関する全国的な実態調査を行い,農耕地における発生状況と雑草害
の様相および防除の現状などを明らかにし,防除における問題の所在を初めて明確にした｡
2.スギナの繁殖源は専ら根茎とその節に形成される塊茎であることを認め,従来,スギナ胞子も有力
な繁殖源とされていたが,スギナ胞子が畑地で発芽し,栄養茎として定着するためにはpH5.3-7.2の土
壌酸度条件と長期にわたる高い土壌水分条件 (pF2.0以下)の維持が必要であることから一般の畑圃場で
は胞子からの繁殖は不可能であると推察した｡
3.スギナは湛水条件下でも地上部の生育や地下根茎の増殖を続け,高い湛水耐性をもつことが認めら
れたが,栄養繁殖器官の萌芽前の湛水は地上萌芽を阻止し,また萌芽後の冠水も増殖を顕著に抑制するこ
とが認められ,これらの水管理が可能な立地条件では湛水や冠水によってスギナの増殖を防止し,繁殖器
官の形成を阻害する有効な耕種的防除対策となりうることを示唆した0
-2316-
4.栄養茎の生育と根茎および塊茎の形成との関係について詳細に調査し,萌芽後の栄養茎の光合成能
力は種子植物の草種に比べるとかなり低いが,光合成産物の地下部栄養繁殖器官への分配が効率的かつ重
点的に行われていることを認め,これが生育初期から強大な繁殖器官の形成に役立っていることを明らか
にした｡また根茎と塊茎は新繁殖器官の形成様相や不良環境に対する耐性などの生態的特性について明瞭
な差異があることを明らかにし,スギナの増殖がこのような両者の異なる生態的機能の分担と補完による
巧みな連携に大きく依存していることを認めた｡これらの結果はスギナの強力な繁殖戦略の一端を解明し
たものとして高く評価できる｡
5.茎葉処理型除草剤の栄養繁殖器官の形成阻害効果は処理時期によって異なり,卓効を示す処理時期
は栄養茎の発生開始後1カ月前後の萌芽初期であることを兄い出し,有効な処理時期を初めて明確にした｡
以上のように,本論文はスギナの繁殖源である根茎と塊茎の萌芽とその定着要因並びに増殖の実態を解
明するとともに,栄養繁殖器官の形成と死滅条件を究明し,合理的な防除体系を策定するうえで,多くの
新知見を加えたものであり,雑草学並びに雑草防除の実際面に寄与するところが大きい｡
よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,平成9年1月23日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位
を授与される学力が十分あるものと認めた｡
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